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研究成果の概要： 

人間の時間認識を決定する意識的・無意識的プロセスの解明についての実験研究を行い，我々

が感じる時間の長さが，様々な意識的・無意識的要因によって伸縮することを明らかにした。

具体的には、特定のオブジェクトを意識的に無視することにより，知覚される時間が短縮した。

また，標的イベントの直後の要因により，知覚される時間が無意識的に影響を受けることを明

らかにした。本研究課題により，時間知覚プロセスに観察者の意識が大きく関わっていること

を示唆する結果が得られた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 1,200,000 0 1,200,000 

2007年度 900,000 0 900,000 

2008年度 1,100,000 0 1,100,000 

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 0 3,200,000 

 
研究分野：認知心理学 
科研費の分科・細目：心理学・実験心理学 
キーワード：時間知覚，潜在記憶，視覚的注意，虚偽記憶 
 
１．研究開始当初の背景 

我々が認識する時間はさまざまな要因に
より伸縮することが知られている。例えば，
物理的に大きな視覚刺激の呈示時間は，小
さい刺激よりも，知覚される時間が長く感
じられることが知られている。従来の研究
では，時間認識に影響を与える要因として，
刺激特性に関する要因が調べられてきたが，
観察者がそれを顕在的に意識するか否かは
問題にされてこなかった。そこで本研究課
題では，人間の時間認識を決定する意識
的・無意識的プロセスを解明することを目
的とする。そのために以下の 2 つの観点で
実験研究を行う。 
 

２．研究の目的 
(1)研究目的 a: 時間知覚に与える 

選択的注意の影響 
これまでの研究で，我々は人間が知覚す

る時間が無意識的プロセスによって伸縮す
ることを明らかにした。本研究では，意識
的プロセスの影響を調べることを目的とし
て実験研究を行う。そのために意識的プロ
セスの重要なファクターである，選択的注
意(selective attention)を取り上げ，時間知覚に
与える選択的注意の影響を明らかにする。
選択的注意とは，複数の刺激が存在する中
で，特定の刺激のみを選択して注意を向け
ることであり，人間の意識的プロセスを反
映すると考えられる。この研究は，人間の
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時間知覚に与える意識的プロセスの特性を
明らかにする上で重要であると考える。 
 

(2)研究目的 b: 時間知覚に与える 
意図的・無意図的要因の影響 

本研究では，人間が意図的に行動をした
ときと，無意図的に行動をしたときで，知
覚される時間が異なるのか否か，を調べる
ことを目的として実験研究を行う。人間の
意図的・無意図的行動を操作するために，
本研究では”瞬き”を利用する。さらに，瞬き
に伴う，刺激の消失時間の知覚について調
べる。これまでの研究では視覚刺激や聴覚
刺激の呈示時間について調べられてきた。
しかし，時間を知覚するためには，刺激が
消失しても時間の知覚は可能である。本研
究では，こうした刺激の消失時間(空白時間)
に焦点を当て，空白時間の知覚に，前後の
刺激特性の影響について調べる。 

 
３．研究の方法 

(1)研究 a 
本研究では，直前に選択的注意を向けた

刺激の呈示時間は長く知覚されるのか，短
く知覚されるのか，を調べる。特定の刺激
に対して選択的に注意を向けさせるために，
選択課題を利用する(Figure 1)。この方法を
利用して，直前に選択的注意を向けた刺激
を呈示した際に，知覚される時間を調べる。
本実験は，選択課題と時間作成課題の 2 つ
の課題を合わせて 1 試行とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1. 本研究で用いた刺激の例 
 
第 1 課題である選択課題では，画面左右 

に”四角形”と”円形”の組み合わせが 100ms
呈示される。実験協力者は，ブロックごと
にあらかじめ，どちらの刺激を標的とする
かを教示される。実験協力者の課題は，標
的が呈示されている方向のキー(←，→)をな
るべく速く正確に押すことである。この課
題を用いることで，実験協力者の注意を選
択的に標的刺激に向けさせることができる。
選択課題終了後の時間作成課題(第 2 課題)
では，画面の中央に”四角形”と”円形”のどち
らか 1 つが呈示される。実験協力者の課題
は，その刺激の呈示時間を評価することで

ある。時間作成課題の際に標的が呈示され
る試行を注意条件とし，妨害刺激が呈示さ
れる試行を無視条件とする。 
 
(2)研究 b 
本研究では，刺激の空白時間の知覚に与

える視覚的大きさの影響を調べた。具体的
には，大きさの異なる視覚刺激を消した後，
再び呈示し，物理的には同じ空白時間が異
なって知覚されるか否か，を調べた(Figure 
2)。これにより，我々が時間を知覚する際に，
知覚すべき時間内の情報のみを利用してい
るのか，知覚すべき時間以外のタイミング
で呈示された情報を利用しているのかを特
定することができる。もしも我々の時間判
断プロセスが，知覚すべき時間内の情報の
みを利用するのならば，空白時間の前後の
視覚刺激の大きさが変化しても知覚される
時間は変化しないはずである。反対に，知
覚すべき時間以外の情報を利用するのなら
ば，空白時間の前後の視覚刺激の大きさに
従って知覚される時間が変化するはずであ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2. 本研究で用いた刺激の例 
 

４．研究成果 
(1)研究 a 

Figure 3 は時間作成課題で，目標作成時間
2000ms を実際の作成時間で割った値の平均
を条件ごとに示したものである。この値は，
例えば一定時間，刺激を呈示した際に，実
験協力者がその刺激の呈示時間をどのくら
いの長さに感じているのかを意味する。1 要
因(無視，注意，統制条件)の分散分析の結果，
主効果が有意であった (F[2, 26] = 6.11, 
p<.01)。下位検定の結果，無視条件の知覚さ
れた時間は，注意条件と統制条件の知覚さ
れた時間よりも有意に短かった。しかし，
注意条件と統制条件の間に有意な差は認め
られなかった。 
本研究は，時間知覚に与える選択的注意

の影響を調べることを目的として実験を行
った。その結果，時間知覚に影響を与えた
のは，刺激に選択的に注意を向けることで
はなく，無視することであった。具体的に
は，直前に無視した視覚刺激の呈示時間は
短く見えることを明らかにした。直前に無
視した刺激の呈示時間が短く知覚された原
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因として，非時間情報の抑制が考えられる。
本研究の無視条件では，視覚刺激を無視す
る，すなわちその刺激に抑制をかけること
により，その刺激から得られる非時間情報
が減少したため，呈示時間が短く知覚され
たと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 3. 各条件の知覚時間の割合 
 
(2)研究 b 
実験の結果，Large 条件の方が Small 条件

の方よりも，空白時間を長く評定した(t[(7] = 
2.45, p<.05)。この結果は，空白時間は同じで
あるにも関わらず，大きな視覚刺激に挟ま
れた時間は，小さな視覚刺激に挟まれた時
間よりも長く知覚されたことを示している。
空白時間の評定の結果を Figure 4 に示した。
エラーバーは標準誤差を表す。 
本研究では，刺激の空白時間の知覚に与

える視覚的大きさの影響を調べた。実験協
力者は視覚刺激が消えていた時間，すなわ
ち空白時間の長さを評定した。その際，空
白時間の前後の視覚刺激の大きさを変化さ
せた。その結果，空白時間は同じであるに
も関わらず，大きな視覚刺激に挟まれた時
間は，小さな視覚刺激に挟まれた時間より
も長く評定された。この結果は，時間知覚
プロセスが視覚入力を時間判断に利用する
際に，知覚すべき時間以外のタイミングで
呈示された情報を取り込んでいることを示
唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 4. 空白時間の評定結果 
 

まとめ 
本研究課題により，時間知覚プロセスに

観察者の意識が大きく関わっていることを
示唆する結果が得られた。2 つの目的で行っ
た研究は，共に主要な査読付き雑誌に掲載
され，今後の時間知覚研究の発展につなが
ると考える。 
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